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ふたばよもやま話（第十一回） 

～満干間歇冷泉～ 

 小倉南区頂吉より山に分け入り、香春町との境に満干間歇冷泉

という不思議な湧水があります。 

間欠泉と言えば別府の竜巻地獄が有名ですが、竜巻地獄は熱水

によるもの。こちら満干は冷水で、あるとき突然に水がわき出す冷

泉は、全国で５か所しか確認されていないという貴重なものです。 

 満干はその中でも最大な湧出量を誇り、つまり全国一と言われ

ています。メカニズムは複雑で、山中にある石灰岩の無数な割れ目

に水がたまり、月の引力などの諸条件が整うと湧出します。地元で

は〝満干の潮が満ちる〟と表現され、古くより知られた不思議な

現象でした。この不思議な湧水も地道な観測により解明されつつ

あり、現在は福岡県の天然記念物に指定されています。 

 

 

今月の予定（12 月） 

石橋医院回診（毎月曜日） 

4 日、11 日、18 日、25 日 

ますゆき皮膚科回診 

7 日（木曜日） 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

7 日、14 日、21 日、28 日 

健康体操（毎木曜日） 

7 日、14 日、21 日、28 日 

ビューティヘルパー 

20 日（水曜日） 

クリスマス会 

24 日(日曜日) 

生花 

27 日(水曜日) 

【
編
集
雑
記
】
▼
１
２
月
は
師
走
と

い
い
、
忙
し
い
季
節
で
あ
る
。
そ
れ

と
共
に
〝
宗
教
的
に
も
多
忙
な
時
期

〟
と
な
る
▼
月
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
除
夜
の
鐘

は
仏
教
徒
、
新
年
の
初
も
う
で
は
神

道
と
い
う
具
合
だ
。
外
国
人
の
考
え

で
は
節
操
が
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
な
い
が
、
こ
こ
に
日
本
独
特
の
宗

教
観
が
あ
る
▼
日
本
は
古
来
よ
り
神

の
教
え
で
あ
る
神
道
で
、
農
作
物
の

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
き
た
。
そ
こ
に

仏
教
と
い
う
新
し
い
宗
教
が
入
っ
て

く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
然
の
ご
と

く
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
起
こ
っ
た
。

そ
の
争
い
を
避
け
る
た
め
、
神
仏
の

混
合
で
あ
る
修
験
道
が
生
ま
れ
た
。

山
伏
さ
ん
は
山
岳
に
籠
り
、
神
と
仏

を
敬
っ
た
▼
神
仏
混
合
が
廃
止
さ
れ

た
の
は
明
治
政
府
に
よ
る
廃
仏
毀
釈

で
、
こ
こ
に
神
と
仏
は
完
全
に
切
り

離
さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
、
僧
侶
と

神
官
に
よ
る
伊
勢
神
宮
参
拝
な
ど
古

来
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
る
▼
外
国
で

は
宗
教
に
よ
っ
て
戦
争
も
起
っ
て
い

る
。
神
仏
混
合
と
い
う
素
晴
ら
し
い

宗
教
観
を
編
み
出
し
た
奈
良
時
代
の

政
治
家
の
知
恵
に
敬
意
を
は
ら
い
、

今
年
一
年
健
康
に
過
ご
せ
た
事
に
感

謝
し
て
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
だ 

職
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

今
年
３
月
に
高
校
を
卒
業
し
、
４
月
よ
り

双
葉
苑
の
介
護
職
員
と
な
っ
た
村
上
弘
基
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

村
上
君
は
高
校
在
学
中
、
当
苑
で
介
護
実

習
を
頑
張
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
毎
日

笑
顔
で
い
や
な
顔
一
つ
せ
ず
、
利
用
者
様
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
姿
に

私
た
ち
も
ホ
ッ
コ
リ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
覚
え
て
い
く
事
が
多

く
、
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
様
の
た

め
に
も
常
に
笑
顔
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

１
１
月
１
５
日
に
避
難
訓
練
、
１
７
日
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式

除
細
動
器)

の
説
明
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
も
入
所
者
様
の
安
全
を
護
る
大
切
な
も
の
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
訓
練
を
行
い
、
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
怠
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
訓
練
が
〝
無
駄
〟
に
な
る
こ
と
が
理

想
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。 

 

  

 火災は起こしてはいけないもの。しかし万が一の時は冷静

な対処と初期消火は被害を最小限なものにしてくれます。 

当苑では定期的に訓練を行い、防火意識を高めています。 

 

 

高
齢
者
は
急
な
発
病
や
怪
我

が
多
い
も
の
で
す
。
救
急
搬

送
前
の
応
急
処
置
は
大
切
。 

入
所
者
様
の
安
全
を
護
る 

 

特殊浴槽使用に関するアンケート結果がまと

まりました。入浴介助の人数の確保、負担軽

減が実感できないとの結果は、職員側の問題

で、入所者様が安心と快適さを実感していた

だけるなら、負担増は当然です。 

 

同じ場所、普通のときと湧水時の比較 

 

 

職員による 

ボランティア花壇 

 

 

笑
顔
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の 

村
上
弘
基
君
。 


